
   履修規程 
 
 （目的） 
第１条 この規程は、文教大学学則（以下「学則」という。）第１７条に基づき、学生の

科目履修及び再履修について定めることを目的とする｡ 
 （年次別・学期別履修） 
第２条 授業科目が年次別又は学期別に配当されている場合は、当該年次又は当該学期に

ならなければその科目を履修することができない。ただし、学部、学科・課程で特に定

めた場合は、その限りでない｡ 
 （履修登録） 
第３条 学生は毎学年又は毎学期の始めに、履修する科目を登録しなければならない。 
第３条の２ 同一名称の科目を重複して履修登録することはできない｡ 
第３条の３ 一度修得した科目は、再び履修登録することはできない｡ 
 （必修科目） 
第４条 履修科目のうち必修科目については、その履修年度又は履修学期に単位を修得で

きなかったときは、卒業年度又は学期までにその科目を履修し、単位を修得しなければ

ならない。 
 （選択科目） 
第５条 履修科目のうち選択科目については、卒業年度までにその単位を修得できなかっ

たときは、他の科目を履修することによって卒業に必要な単位を充足することができ

る｡ 
 （再履修） 
第６条 履修科目の成績評価が合格点に達しなかった者は、再履修しない限りその履修科

目の単位を修得することはできない。 
２ ４年次生において履修している科目については、再試験を行うことがある｡ 
 （再履修の手続） 
第７条 再履修しようとする授業科目については、履修登録時に再履修であることを登録

書類に明記しなければならない｡ 
 （留年） 
第８条 第４年次又は最終学年次終了時までに、学則第１７条の卒業の要件の単位を満た

さなかった者は、所属学部教授会の決定によって、留年となる。 
 （その他） 
第９条 前各条に定めるもののほか、履修又は再履修については、各学部教授会で規則を

定めることができる｡ 
 （改廃） 
第１０条 この規程の改廃は、教務委員会の議を経て大学審議会が決定する。 
   附 則 
この規程は、昭和４３年４月１日から施行する。 
   附 則 
この規程は、昭和４４年４月１日から施行する。 
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   附 則 
この規程は、昭和４５年４月１日から施行する。 
   附 則 
この規程は、昭和４６年４月１日から施行する。 
   附 則 
１ この規程は、平成７年４月１日から施行する。 
２ 再履修細則は、廃止する｡ 
   附 則 
この規程は、平成９年４月１日から施行する。 
   附 則 
この規程は、平成１１年４月１日から施行する。 


